
＜排他的利用＞ 
 ・自社でのみ特許等を利用 
 （他社の利用は認めない） 

＜希望する者には利用許諾＞ 
 ・特許等のライセンス契約    

 
標準必須特許 
＜FRAND条件で利用許諾＞ 
（Fair, Reasonable and Non-Discriminatory）   ・特許等のライセンス契約  

OPEN  
【情報の公開】 
一般に情報が入手可能    

・利用・アクセスの制限の 
 ない情報・データ    

＜社内のみに秘匿＞ 
 ・社内のみで管理（社外秘） 
 ・情報によっては社内でも 
  アクセス制限 

＜限定した相手のみ情報提供＞ 
  ・ブラックボックス化し 
  契約を結び情報提供 
         （ライセンス契約など） 
 
 ・共同研究先/取引先へ 
  秘密保持契約を結び提供    

 CLOSE 
【情報の非公開】 
 守秘義務ある人のみが 
 情報にアクセス可能 

営業秘密として保護され得る 
（①秘密管理性、②有用性、   
 ③非公知性の要件を満たせば） 

OPEN【協調・共有】 

CLOSE【独占・排他】 

＜限定した相手のみ利用許諾＞ 
 ・共同研究先/取引先と 
  契約を結び特許等を利用    

知的財産の利用・アクセスのオープン・クローズ 

条件付公開（秘密管理と認められ無い場合） 
＜利用を限定した情報提供＞ 
 ・複製禁止、閲覧のみ 
 ・目的外利用禁止    等    
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